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｢海河流屍事件」と日本詩人矢原礼三郎
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Reizaburou YAHARA, A Japanese Poet and His Poetry


























｢海河流屍事件」とは，1936 年 3月から 5月と，ちょうど一年後の 37 年 3月から 5月
の二度に渉り，天津市内を貫流する白河（一名海河，現在はこちらの名称の方が一般的で
ある）に連日多数の死体が漂着した事件である．
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当時の天津は，周辺地域が事実上日本の勢力圏に入っていたうえ(2)，市内に駐留する








ただ，1936 年，37 年の二年は，その数が従来と比較してもあまりにも多く，例えば 36
年の場合は，約 300 体あまりにも上った．それに加え，その死体の殆どが 30 歳から 40 歳
ぐらいの男性で，いずれも労働者風の服装であったことも，当時の天津市民に何やら尋常
ならざるものを感じさせたに違いない．































後まもない 37 年 5月 14日，「益世報」は社説を発表し，再度の真相解明を天津市当局に
要求した．












































































































































































































































































































































( 1 ) 矢原礼三郎の経歴等については，拙稿「矢原礼三郎―経歴及び著作目録」（「久留米
大学文学部紀要」 国際文化学科編第 25 号 2008年 3月）参照．




( 3 ) 外務省記録「昭和 11 年天津総領事館警察事務状況，同警察署長報告摘録」
( 4 ) 矢原重吉の経歴等については，「満洲紳士縉商録」（大連 日清興信所編 昭和 2年
4 月）及び「昭和 12年度満洲紳士録」（中西利八編 東京 満蒙資料協会 昭和 12
年 7月）による．
( 5 ) ｢白河沿岸」と題する詩は，「麺麭」第 3巻第 9 号（昭和 9 年 9月）と，「満洲日日
新聞」（1937 年 10 月 2日付）に掲載されているが，それぞれの内容は全く異なる．
( 6 ) ｢麺麭」第 5巻第 9号（昭和 11 年 9月）
( 7 ) 同上
( 8 ) 矢原礼三郎「支那映画の精神」「映画評論」昭和 12年 9月号
( 9 ) 矢原礼三郎「北平だより」「満洲日日新聞」1936 年 11月 19 日―20日連載




活動」（「九州中国学会報」第 41巻 2003 年 5月）参照．












現代詩草社 1936 年 3月）所収．なお，もう一篇の訳詩「送別」の原作者江岳浪
については，詳細不祥であるが，邵冠祥主編の「詩歌小品」等にしばしば詩を発表
していることから，邵と同様に「国防詩歌」を標榜した人物と思われる．
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